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全
で
安
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な
ま
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づ
く
り
地
域
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」

参
加
者
募
集

●
展
示
・
申
込
期
間

７
月
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日(
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〜
８
月
９
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午
前
８
時
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〜
午
後
５
時

15
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土
・
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階

●
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市
内
ま
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で
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●
大
田
原
市
上
水
道
を
利
用
し

て
い
る
皆
さ
ま
へ

宅
地
内
の
給
水
装
置
工
事(
水

道
工
事)

を
行
う
際
は
、
水
道

法
お
よ
び
市
給
水
条
例
に
基

づ
き
、
水
道
課
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、給
水
装
置
工
事
は
大
田

原
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者(

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載)

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※

市
の
指
定
事
業
者
以
外(

無
登

録
業
者)

が
行
っ
た
工
事
は
違

法
工
事
と
な
り
給
水
を
停
止

し
ま
す
。
ま
た
、
漏
水
や
修

理
を
し
た
と
き
も
漏
水
軽
減

措
置
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
給
水
装
置
工
事
の
費
用
負
担
に

関
す
る
特
例
措
置
に
つ
い
て

公
道
区
域
内(

国
・
県
・
市

道)

に
２
戸
以
上
の
個
人
の
給

水
装
置
を
設
置
す
る
場
合
、

個
人
の
負
担
軽
減
、
水
道
普

及
の
た
め
、
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
の
申
請
に
限
り
、

工
事
費
の
２
分
の
１
以
内
、

上
限
５
０
０
万
円
ま
で
を
水

道
課
で
負
担
し
ま
す
。

市
水
道
の
利
用
を
検
討
し
て

い
る
方
は
下
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
水
道
料
金
が
急
増
し
た
時
は

全
て
の
蛇
口
を
閉
め
、
メ
ー

タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
１

リ
ッ
ト
ル
単
位
の
赤
い
針
が

回
っ
て
い
な
い
か
調
べ
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
ら
が
回
っ
て

い
る
と
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
指
定
事
業

者
に
連
絡
し
て
修
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

パイロット

１リットル単位

く
ら
し

消費生活センター情報
≪二次被害に気をつけて！≫

おり、一度漏洩すると時間が経過しても消えるもので
はありません。
　
　仮に相手が公的機関のような名前を名乗っても、安
易に信用せず、事実確認を行い、少しでもおかしいと
感じた場合は契約をしない、決して支払わないという
毅然とした対応が必要です。その毅然とした対応も個
人情報として加わり、悪徳業者は貴方を騙すことは難
しいと認識し、敬遠するようになります。そしてそれ
が、そのような悪徳業者の淘汰に繋がるのです。
　私たち消費生活センターは、皆さんが被害に遭わな
いようお手伝いをさせて頂きますので、おかしいと思
ったらすぐに消費生活センターにご相談ください。

●二次被害とは？
　二次被害とは、過去に遭遇した投資や点検商法に
よる被害などに上乗せして新たな金銭的被害に遭う
ことを言います。
　この二次被害には、被害を取り戻すという名目で
新たな債権購入や料金を請求してくるもの、過去に
行われた工事の点検・補修を名目に新たな不当契約
を勧誘してくるものなど様々な形態があります。
　これらはいずれも、過去に被害を受けた時の個人
情報を知る関係者、あるいは個人情報が悪徳業者に
漏洩し、利用された事例であると思われます。
　この個人情報には、住所、氏名、年齢だけでなく、
一人暮らしや、脅せば支払うなどの情報も含まれて

大田原市消費生活センター
  大田原市住吉町1‐9‐37　　（２３）６２３６
　相談受付　9:00～12:00、13:00～16:00※土・日・祝日を除く　　

二次被害に遭わないために…

不審電話にお気をつけください！不審電話にお気をつけください！不審電話にお気をつけください！
　市職員を装い、『粗大ゴミがあれば回収します』と電話がかかって来たという情報が寄せられました。
　市では粗大ゴミの回収業務を行っていますが、粗大ゴミはありますかと問い合わせをしてゴミの回収をす
ることはしていませんので、そのような不審な電話がありましたら、相手先の担当部署・名前・電話番号な
どを確認し、右記までご連絡ください。 生活環境課　　　(２３)８７０６


